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●JA 松阪が目指す方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

基本目標
Ⅰ．「多彩な農業」を維持・拡大する改革の実践 
Ⅱ．協同組合活動の実践による「元気な地域」づくりの実現 
Ⅲ．環境変化を踏まえた組織経営基盤の強化の実現 

ＪＡ松阪ビジョン 
安全・安心な農と食、地域への貢献を通じて 
豊かな郷土・くらし・未来をともに創造しよう 

スローガン
地域オンリーワンを目指して 

～総合事業で組合員のくらしを応援します～

全体戦略
①農業者所得の向上    ⑤組合員活動促進 
②担い手育成支援     ⑥人財育成 
③相続・事業承継支援   ⑦健全経営の維持と確立 
④地域支援活動 

第１０次中期経営計画 
（平成２８年度～平成３０年度） 

単年度事業計画
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